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・期間：2013 年 8 月 14 日～ 2013 年 9 月 10 日 (28 日間 )
韓国側調査団
団長：クァクトンソク곽동석 ( 国立中央博物館学芸研究室長 )
副団長：宋
ソンウィジョン
義政송의정 ( 国立中央博物館考古歴史部長 )
責任調査員：ホンチングン홍진근 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究官 )
調査員：ユンヨンフィ윤용희 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )
金
キムテファン
大渙김대환 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )
チャンチェグン장제근 ( 国立済州博物館学芸研究士 )
モンゴル側調査団
団長：D. ツェベーンドルジ Д. Цэвээндорж( モンゴル科学アカデミー考古学研究所長 )
D. スフバータル Д. Сүхбаатар( モンゴル国立博物館長 )
責任調査員：G. エレグゼン Г. Эрэгзэн( モンゴル科学アカデミー考古学研究所責任研究員 )
調査員：M. バヤルサイハン М. Баярсайхан( モンゴル科学アカデミー考古学研究所研究員 )
P. アルダルムンフ П. Алдармөнх( モンゴル科学アカデミー考古学研究所研究員 )
調査補助員：N. バトバヤル Б. Батбаяр ほか 10 名
2.2014 年の調査
・期間：2014 年 8 月 5 日～ 2014 年 8 月 30 日 (26 日間 )
韓国側調査団
団長：クァクトンソク ( 国立中央博物館学芸研究室長 )
副団長：宋
ソンウィジョン
義政 ( 国立中央博物館考古歴史部長 )
責任調査員：ホンチングン ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究官 )
調査員：ユンヨンフィ ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )
調査員：キムサンミン김상민 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )
モンゴル側調査団
団長：D. ツェベーンドルジ ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所長 )
D. スフバータル ( モンゴル国立博物館長 )
責任調査員：G. エレグゼン ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所責任研究員
調査員：M. バヤルサイハン ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所研究員 )
P. アルダルムンフ ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所研究員 )
Ts. エギーマー Ц. Эгиймаа( モンゴル国立博物館研究員 )








義政 ( 国立中央博物館考古歴史部長 )
責任調査員：オセヨン오세연 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究官 )
調査員：キムサンミン김상민 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )
ファンポチャンソ황보창서 ( 国立羅州博物館 )
モンゴル側調査団
団長：S. チョローン С. Чулуун( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所 )
D. スフバータル ( モンゴル国立博物館長 )
責任調査員：G. エレグゼン ( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所責任研究員
調査員：P. アルダルムンフ ( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所研究員 )
S. エンフボルド С. Энхболд( モンゴル国立博物館研究員 )
D. マンダフ Д. Мандах( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所研究員 )
調査補助員：S. エルデネ С. Эрдэнэ ほか 11 名
諮問委員：D. ツェベーンドルジ ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所長 )
地図製作：M. ニャムフー М. Нямхүү
4.2016 年の調査
・期間：2016 年 8 月 10 日～ 2016 年 8 月 25 日 (16 日間 )
韓国側調査団
団長：ミンピョンジャン민병찬 ( 国立中央博物館学芸研究室長 )
責任調査員：オセヨン ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究官 )
調査員：リュジョンハン류정한 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 )




団長：S. チョローン ( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所 )
D. スフバータル ( モンゴル国立博物館長 )
責任調査員：G. エレグゼン ( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所責任研究員
調査員：P. アルダルムンフ ( モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所研究員 )
S. エンフボルド ( モンゴル国立博物館研究員 )
調査補助員：S. エルデネほか 7 名
諮問委員：D. ツェベーンドルジ ( モンゴル科学アカデミー考古学研究所長 )
　報告書刊行の全体的な進行はオセヨン ( 国立中央
博物館考古歴史部学芸研究官 ) と G. エレグゼン ( モ
ンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所責任研
究員 ) が主管し、具体的な作業はキムチンキョン김
진경 ( 国立中央博物館考古歴史部学芸研究士 ) の指
導の下に、チョンスピン정수빈、ファンチミン황지
미 ( 共に国立中央博物館考古歴史部研究員 ) が担当
した。具体的な作業の担当者は以下のとおりである。
実測：キムチンキョン、チョンスピン
製図：キムサンミン、ジゥィヒョンチュ ( 遺構 )、チョ
ンスピン、ファンチミン ( 遺物 )
拓本：ナヨセン、ソンソンヨン、ハンヨンミン












　ゴア・ドフ遺跡 (Гоа дов) は、北緯 47°16′48.70″、








































ン・アラル Цагаан арал( 白い島 )” と呼んでいる ( 図
面 2)。



































































　トゴス・オール祭祀遺跡は、長さ 1.6 ～ 1.8m、
高さ 1.3m の大きな板石で作った祭祀用板
サ ル コ バ ッ ク
石囲隔
と、列をなす多数のバルバル ( 石列 ) 訳註 1) で構成さ
れている。祭祀遺跡の周辺で石人像は確認されてい
ない。祭祀用板











30m ほど行った場所に、円形積石墓がある ( 写真 2)。
2. シャル・デンジ遺跡 (Шар дэнж)










積石墓と推定されている ( 写真 3~4)。
3.ショルボグ・シャル・デンジ遺跡 (Шорвог шар дэнж)
　シャル・デンジ遺跡から東南の場所、座標上は北
緯 47°08′47.0″、東経 108°33′10.0″ で多数の古代積石
墓群が新たに発見された。形は円形と方形に区分さ
れる。円形墓は 81 基、直径は 3 ～ 4m ほどである。
大部分は匈奴時代の墓と同じく中央に石がないが、
一部は石がぎっしり詰まっている ( 写真 5)。円形積
石墓の中に 18 基の方形積石墓が散在している。方
形墓は長さ約 1m と比較的規模が小さい ( 写真 6)。
遺跡の年代はまだ明確になったことがないが、遠く
ない所に 14 世紀の突厥時代の祭祀遺構がある ( 図
面 4)。










標上では、北緯 47°03′54.3″、東経 108°40′00.6″ に位
置している。この場所で青銅器時代のヘレクスル 5
基 ( 写真 7)、板石墓 14 基 ( 写真 8~9)、円形積石墓
1 基 ( 匈奴時代と推定 )( 写真 10)、時代をまだ正確
に判断することができない円形積石墓 12 基、突厥
時代の方形の祭祀遺構 2 基という合計 44 基の遺構


















































































































600 余点、平瓦片 250 余点、集線文の方形塼片 80
余点、赤いレンガ片 200 余点、漢字の文様がある
磁器片 1 点、漢字文様があるデール ( モンゴルの民
族衣装 ) に使われた鉄製ボタン 1 点などが出土した。
　これに基づいて、中央建物は 22m × 22m の版
築の小山の上に 14m × 12m( または 12m × 12m)
の規模で築造し、屋根には青灰色の瓦を葺いたと推
定した。建物の木の柱は 13 対 ( 合計 26 本 ) あり、
建物の南北両側にそれぞれ 2 つの空間があり、中






れた 12 か所に対する試掘のうち、10 か所は城壁
と推定されている構造物の 4 方向に、残り 1 か所




かる ( 図面 8)。城壁推定構
造物に対する試掘は、大部









ト文様の磚」( 集線文塼 ) 訳 2) と呼んで説明している



















発掘した。この建物は 15m × 15m の規模で、柱
礎石があちこちで明らかになった。発掘は 11.2m





























卑、丁霊などの強力な攻撃を受けた後 85 ～ 93 年






















年から 2015 年まで 3 次にわたって毎年実施され、
2016 年には発掘調査を通して確認した特徴をもと
に地下物理探査を実施し、遺跡の全貌を確認しよう








北西 60°を長軸に 10m × 10m のグリッドを設定
した。グリッドによって確認した調査成果に従って
調査空間を拡張するなど調査範囲を調整した。した
がって 2013 年には、東西 33m、南北 12.5m 規模
の拡張したグリッドに対して調査を実施した。
　2013 年当時、調査団は表土下約 0.15m 地点で
確認された粘土填圧層を城址の外縁に位置する城
壁 ( あるいは回廊 ) の床面と推定した。粘土と砂を
混ぜて突き固めた粘土填圧層の規模は幅 1.4m 前後
で、内部では 0.4 ～ 0.5m ほどの格子型の亀裂が確
認された ( 写真 15)。これら中心でグリッドの方向
を調整して拡張し、遺構の痕跡を探してゆく過程で








(2)2014 年の調査 ( 図面 11~12、写真 17)
　2014 年には 2013 年度の調査内容をもとに図面






囲の確認→建物址と城壁の関係把握 ( 土層調査 ) →
調査内容の記録 ( 航空写真の撮影および図面の作成
東側一帯
(2014 ～ 2015 年 )
南門址一帯
(2013 ～ 2015 年 )
西側一帯
(2015 年 )
図面 9　ゴア・ドフ遺跡調査現況 (2013 ～ 2015 年 )

































































図面 13　南門址調査区域の区分 (2015 年 )









る C 区を基準に E 区とＷ区に区分し、粘土填圧層
を基準に南と北とに細分した ( 図面 13)。調査範囲












れた面 ( 以下、瓦面 ) の範囲を探し出し、区画を設
定して調査した。













できる建物は桁行 3 間、梁行 3 間で、規模は東西
約 17m、南北約 9m である。礎石の間隔は、桁間
が 5.5m ‐ 6m ‐ 5.5m、梁間が 3m ‐ 1.7m ‐ 3m
と一定である。
　礎石はそれぞれ 50 ～ 100cm 前後の板石で、一
部整えた痕が確認され、厚さは約 20 ～ 40cm であ
る。礎石は、板石の範囲より広く穴を掘ったのち、











形の空間の中央には、3 個の柱穴が 2 列に並んでお
り、南北方向柱穴列の間隔は約 1.5m である。柱穴



















































1.5 ～ 2.0m の間隔で軒丸瓦が出土しており、平瓦
と丸瓦の間に軒丸瓦を使用して、装飾的要素を引き
立てたものとみられる。また、建物址両側に続く城
壁 ( あるいは回廊 ) と推定する粘土填圧層の間には
6m の空間があり、門があった可能性がある。両側
礎石周辺で木の痕跡と門の開閉時に引っかからない



























礎石 柱穴 1952 年調査範囲
焼結土＋瓦層 黄褐色砂質粘土
焼結土＋塼 柱穴




































































焼結土＋塼 礎石 柱穴 1952 年調査範囲
図面 18　C 区域平面図と断面図 (瓦層除去前・後 )












G. エレグゼン ( モンゴル科学アカデミー
歴史学・考古学研究所 責任研究員 )




























線の幅は約 2 ～ 3m で、一部地点で壊れた瓦片が







木材が出土した ( 写真 66~67)。そしてこのことか
ら遺跡内礎石の上面に載せた柱は木の外面を加工し
た木材を使用したということが分かる。
















できる ( 写真図版 1~3)。
　ゴア・ドフ遺跡から出土した軒丸瓦は全般的に漢
のものと似ているが、形態と文様などに違いがある。



















部分を Ex-2、この 2 地点を連結する地表を除去し
た部分を Ex-3 と区分した。2014 年度に試掘調査
したトレンチは Tr-1、中央部分で調査したトレン
チは Tr-2、東南隅のトレンチは Tr-3 と番号をつけ








層の厚さは 0.4 ～ 0.5m で、断面はほぼ垂直であっ








できる ( 図面 22; 写真 87~89)。
　続いて Tr-1 から東側 12m の地点に長さ 4.5m、










レンチは長さ 5.5m、幅 1m となった。
　試掘トレンチの結果、門址からそれぞれ 60m、
72m 離れた地点で粘土填圧層を確認し、接続状況
を明らかにするために Tr-1 と Tr-2 をつなぐ長さ
12m、幅 3m の範囲を発掘した。中央に幅 0.5m の





















Tr-1 は 長 さ 8m、
幅 1m で、層位を










除き、Ex-1 と番号を付けた。幅 1.3 ～ 1.4m の粘土
填圧層がつながり、その両側に瓦片が一定に分布し




めて東から西に長さ 12m、北から南に幅 10m の範
囲を選んだ。幅 0.5m のベルトを残していくつかの










いた ( 写真 95~96)。内側列の南端からは完形の軒









めに、Ex-1 と Ex-2 をつなぐ地点に Ex-3 と番号を




土填圧層が明確になり、両側幅 1.8m ～ 2m の範囲
から整然と瓦片が散在して木炭が混ざった茶褐色の
土が区別され始めた。北側の壁部分では茶褐色の土
層から小さな家畜 ( ヒツジあるいはヤギ ) の踝の骨

















から 3 番目の穴を深さ 0.3 ～ 0.4m まで調査した。
前者からは何も発見されなかったが、後者からは意
図的に入れたようなよく似た石が 10 個ほど発見さ
れた ( 写真 100~104)。
　Ex-2 地点でも表土をさらに除去すると、Ex-3 の
ものと連続する穴が西端で 4 穴、東南端で 1 穴確
認された。北端からも同じ形で 4 個の穴がさらに
確認された ( 図面 21)。円形の穴は粘土填圧層の南
北両側で 1.5 ～ 1.6m の距離をおいて互いに対面し
































それぞれの部分の長さは 35m、幅 10m である。中
央部分が下にくぼむような形であり、最も深い部分


















































時間が経って “ 軒のある回廊 ” の屋根の上に葺いた
瓦が両側に崩れ落ち、その後で人々が木の柱を意図
的に抜いたものと考えられる。




















フ フ ホ ト
和浩特
の近くに所在する和

































220m、幅 2m のピット (2m × 3m) を設置して調
査を進めた。調査の後、さらに 8m を間隔をとった
後に 2m × 3m のピットを設置することを繰り返し、
Pit W1 から Pit W9 まで 9 個のピットを設置した。
Pit W4 では既存のピットを 2m × 2m 拡張した ( 図
面 9, 写真 105)。
3) 調査内容
















　Pit W1 から 8m の間をあけて、Pit W2(3 × 3m)
を設置した。地表上では顕著な特徴は見られなかっ
た。表土除去後、すぐに幅 135 ～ 140cm の粘土填
圧層が明確になり、不定形な土壌の亀裂が確認され
た。粘土填圧層の両側には Pit W1 と同様に瓦片と
少量の木炭、砂粒が混ざっていた。土壌の色調は暗
褐色である。瓦片は主に平瓦片であって、北側部分
から軒丸瓦片が 1 点確認された ( 写真 107)。







1 点確認され、北側部分から軒丸瓦片 2 点が確認さ








4 から確認された粘土填圧層の幅は 245m で、先
に確認したものより 1m ほど幅広い。出土した瓦
のうち大部分は平瓦片であったが、軒丸瓦片が 1
点、北側部分から軒丸瓦片 2 点が確認された ( 写真
109~111)。
　粘土填圧層と周辺部の層位変化を確認するため
に、ピット内部北側部分に瓦片を避けて 1m × 2m
の小型トレンチを設置した。表土は約 2 ～ 3cm と










基が確認された。柱穴の直径は約 35 ～ 40cm、互
いの間隔は約 140cm で、内部には粘土が詰まって
いた。柱穴の連続性を確認するために東側部分に
60cm × 90cm のピットを延長した結果、やはり直
径 40cm の柱穴が確認された。前に確認されてい
た柱穴との間隔は約 107cm である ( 写真 103)。





固い粘土填圧層には亀裂がみられた ( 写真 114)。





片の割れ目で 1 点の軒丸瓦片が確認された ( 写真
115~116)。








ことが分かった ( 写真 117)。
　柱穴を確認するために、粘土填圧層を除くその
他の部分の土を取り除いた。調査の結果、2 個の柱
穴は直径がそれぞれ 30cm と 35cm で、深さが約
23cm、互いの間隔が約 140cm と確認された。柱
穴の配置を確認するために、既存の調査ピットを西
に 1m × 5m、東に 2m × 2.4m 延長して調査した。
調査の結果、延長したピットからそれぞれ 2 穴、3
穴の柱穴が確認された。西側で確認された 2 穴の
柱穴の直径はそれぞれ 37cm、40cm で、深さは 26
～ 30cm、互いの間隔は約 140cm である。前に確
認されていた柱穴との距離は約 160cm である。東
側から確認された 3 穴の柱穴のうち、2 穴は直径が
それぞれ 30cm、44cm で、深さは 17cm、27cm、
互いの間隔は約 140cm である。前に確認されてい
た柱穴との距離は、約 100 ～ 110cm で、北側部
分の 2 つの柱穴の間に柱穴が 1 つ追加的に確認さ
れた。直径は約 30cm で、最も近い柱とは約 27cm
離れている。柱穴はおよそ表土から約 18~20cm の
深さで確認されている ( 写真 118~120)。
　Pit W8(2m × 5m) で確認された粘土填圧層の幅
は約 150cm で、不規則な亀裂があった。粘土填圧
層は W7 より約 70cm 狭まって、門址で確認され
た粘土填圧層の幅と同じであった。全体的に瓦片が
稀であるか大部分が平瓦片であり、赤い色の瓦片も
混ざっていた ( 写真 121)。
　Pit W9 は Pit W8 から 3m 間隔をとった後、5m
× 5m で設置した。同時に Pit W9 の北側に 3m の
間隔をとった後、2m × 5m の Pit N1 を設置した。
ここでは回廊の粘土填圧層がどのように曲がってい
るかを確認しようと考えた。表土の状態はほかの地
点と変わらなかった ( 写真 122)。
































～ 130cm で、大体において 110cm が多い。向か
い合う柱穴の幅は約 155 ～ 160cm で、広い場合
は 170cm のものもある。柱穴の直径は 30cm 前後
で、一部石を底に使用した例が確認された。一方で
門址西側一帯の Pit W4 と W7 で柱穴を調査した結
果、柱穴列の間隔は 160cm、幅は 140cm ほどであっ
た。Pit W7 で確認した柱穴の深さは約 23 ～ 30cm
で、底の石は確認されなかった。門址西側で確認さ
























































キ ム ソ ン ク
誠亀 1992]。軒丸瓦は中国の西周 ( 前
11 世紀～後 220 年 ) から流行し始め、文様の過渡
期を経た戦国時代 ( 前 403 ～前 221 年 )、漢 ( 前





的なモチーフにしている。雲文は秦 ( 前 221 ～前
206 年 ) から始まった葵文が変化したものである。
雲文は漢代に 400 年以上流行し、魏晋南北朝 ( 後
221 ～ 589 年 ) 以降衰退し始めた [ 許







































































ない。残る 1 区画はまるで “R” 字に近い形に変形し
た形態である。中央には半球形の立体感が強い中房
を配置した。中房は区画線に直につながっておらず、







































1 24 133 2013 灰褐色 (16.0) 2.5 × 2.5 2.5 0.7 1.5 0.5 -
2 24 133 2013 茶褐色 (16.0) 2.4 × 2.4 2.4 0.7 2.0 0.6 -
3 24 133 2014W 灰褐色 16.3 2.5 × 2.5 2.5 0.9 1.5~2.0 0.6 1.7
4 24 133 2014W 灰褐色 16.4 2.5 × 2.5 2.5 0.8 1.5~2.0 0.5 -
5 25 134 2014 その他 灰褐色 16.5 2.5 × 2.5 2.2 1.4 1.7~2.2 0.6 1.3
6 24 134 2015EN 灰褐色 15.6 2.5 × 2.5 2.2 1.1 1.2~1.8 0.5 1.1
7 24 134 2015ES 黄茶色 16.2 2.5 × 2.5 2.1 1 1.0~1.8 0.4 1.2
8 25 134 2015ES 灰褐色 15.6 2.5 × 2.5 2.3 1.2 1.2~1.9 0.5~0.7 0.8
9 25 135 2015ES 灰褐色 (16.0) 2.5 × 2.5 2.5 1.5 1.5 0.5 1.5
10 26 135 2015ES 灰褐色 (15.4) 2.8 × 2.8 2.6 1 1.2~1.5 0.5 0.6~1.2
11 26 135 2015WS 灰褐色 16 2.5 × 2.5 2.2 1.5 1.5~1.8 0.6 0.6
12 26 135 2015WS 灰色 15.5 2.4 × 2.4 2.2 1.5 1.1~1.6 0.6 0.5
13 26 136 2015WS 灰褐色 16.6 2.5 × 2.5 2.5 1.5 1.4~1.9 0.7 0.9
14 27 136 2015WS 灰色 15.6 2.5 × 2.5 - - 1.4~1.7 0.7 1.2






















切り取った後に側面と下端部は瓦刀で 2 ～ 3 回整
面した。内外面に一部灰が残っている。






番号 図面番号 写真番号 調査年度 /出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房方格 中房直径 中房の高さ 外郭巻線の幅
下 端 部 の
高さ
15 28 136 2013 黄褐色 (16.4) 不鮮明 2 0.3 15.4 2.2
16 29 136 2014 その他 灰褐色 (16.4) - - - - -
17 26 137 2015EN 灰色 - 3.0 × 3.0 2 0.1 - 2.0
18 28 138 2015ES 灰色 15.6 不鮮明 2.3 0.3 14.6 3.4
19 29 138 2015ES 灰褐色 15.9 3.0 × 3.0 2 0.1 14.6 1.5
20 26 137 2015ES 茶褐色 15.2 3.0 × 3.0 2 0.2 14.8 1.6
21 26 137 2015E 灰褐色 16 不鮮明 2 0.4 14.8 2.0
22 28 139 2015WN 灰褐色 15.8 3.0 × 3.0 2 0.1 14.6 1.2
23 29 139 2015WN 灰褐色 16 不鮮明 2 0.4 14.6 1.4
24 30 139 2015WN 灰褐色 16.5 2.9 × 2.9 2 0.1 14.6 1.8
25 29 139 2015WS 灰褐色 15.5 不鮮明 2.2 0.4 14.5 1.6
26 30 140 2015WS 灰褐色 15.6 3.0 × 3.0 2.2 0.4 14.5 1.3
27 30 140 2015WS 灰褐色 16.2 3.0 × 3.0 2.2 0.3 14.6 1.9
28 31 140 2015WS 灰色 16.2 不鮮明 2 0.4 14.6 1.6














　中房は直径 2.0cm 前後、高さは 0.1 ～ 0.4cm で
立体感がない。中房は区画線に直に続いておらず、
方格をおいている。約 3.0cm × 3.0cm の大きさの
方格が非常に浅く残っており、区画線は四隅から開
始している。丸瓦には 3.5 ～ 4.0cm の単位で横方
向の平行線文をたたきで付けており、瓦当の側面ま
でたたき板に沿って角ができている。巻雲文と共に




17. 羊角文軒丸瓦 ( 図面 26, 写真 137)
　丸瓦部と瓦当の一部が欠失している。同笵の瓦当
表 3　羊角文軒丸瓦属性表
番号 図面番号 写真番号 調査年度 /出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ
下端部の
高さ
30 31 140 2015EN 灰色 17.4 3.2 × 3.2 2.1 0.6 0.8 0.3 0.9
31 32 141 2015ES 灰褐色 16.8 不鮮明 2.2 0.6 1.0 0.8~1.0 0.8
32 32 141 2015WN 灰褐色 (17.6) - - - 1.0 0.4 -




番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ


































































番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
35 33 143 2014W 灰褐色 15.6 不鮮明 2.2 0.6 0.5 0.4 2.0
36 34 142 2014 その他 茶褐色 16.8 不鮮明 2.2 0.6 0.9 0.6 1.2~1.6
37 34 143 2015WN 灰色 16.8 不鮮明 2.2 0.6 1.0 0.8~1.0 0.8
38 35 143 2015WN 灰色 16.8 3.3 × 2.9 2.2 0.7 0.7~1.1 0.7~1.0 0.4
39 35 144 2015WN 灰褐色 16.3 不鮮明 2.2 0.3 0.6 0.6 2.0
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
34 33 142 2015EN 灰褐色 17.2 3.3 × 3.2 2.3 0.6 1.4 0.8 1.0







































































れている。半球形中房は直径 2.7 ～ 3.0cm、高さは








番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
40 35 144 2014E 灰褐色 16.8 不鮮明 2.7 0.5 1.3~1.6 0.8 -
41 36 145 2014 その他 灰褐色 15.3 - 2.8 0.3 0.9 0.7 2.4
42 35 144 2015EN 灰褐色 16.4 不鮮明 3.0 0.4 1.2 1.0 0.6
43 35 145 2015ES 灰褐色 15.5 不鮮明 2.8 0.2 1.2~1.4 0.8 2.4
44 35 145 2015ES 灰褐色 16.2 不鮮明 2.7 0.2 1.0~1.4 0.8 1.0
45 35 146 2015E 灰褐色 16.4 - - - 1.0~1.4 1.0 1.1
46 37 146 2015W7pit 灰褐色 16.4 - 3.0 0.4 1.0~1.5 0.9 0.8
47 35 146 2015W7pit 灰黄色 (17.0) - 3.0 0.4 1.5 0.8 1.0
表 8　変形雲文 1軒丸瓦属性表 ( 単位 cm)
28
金大考古 77　　2019,　　1-88.　モンゴル ゴア・ドフ匈奴城址
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
50 38 147 2013 灰色 16.6 - 2.4 0.6 1.6 0.7 1.8
51 38 147 2015WN 褐色 16.1 - 2.4 0.7 1.3 0.6 1.7
52 37 148 2015WN 赤褐色 16.6 - 2.4 (0.5) 1.0 1.7 0.3~0.7
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
53 38 148 2015EN 灰褐色 16.8 2.0 × 2.0( 高さ -0.2) 2.0 0.7 1.0 1.0 0.3




































3.5cm × 3.5cm の比較的鮮明な方格の一方に偏っ
て約 2.3cm の半球形中房を配置している。区画線
は方格各辺の中央から開始している。













は 2.4cm で、変形雲文 2 と似ているが、方格は中
房で痕跡のみ残っている。方格を意図したのかどう
かは確実ではない。











52. 変形雲文 3軒丸瓦 ( 図面 37, 写真 148)
　周縁の一部と丸瓦部の一部が欠失している。周縁
部は元来の高さに粘土を足して高くし、内面には接
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
48 37 146 2015ES 灰褐色 15.7 3.5 × 3.5 2.3 0.7 1.0 0.6 2.3
49 37 147 2015ES 灰褐色 16.0 3.5 × 3.5 2.4 0.6 1.0 0.8 2.5





番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房方格 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
55 38 148 2013 灰褐色 16.4 3.0 × 3.0( 高さ -0.2) 2.0 0.4 0.8 0.8 1.2
56 38 149 2013 暗褐色 17.2 2.9 × 2.9( 高さ -0.5) 2.1 0.4 1.4~2.0 0.8 1.1~2.6
57 38 149 2014C 黒褐色 16.5 3.0 × 3.0( 高さ -0.5) 2.0 0.5 1.8 0.7 1.5

















































外郭で約 3.0cm × 3.0cm の方格が鮮明に残ってい





























番号 図面番号 写真番号 調査年度 /出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
61 41 150 2015EN 灰黄色 15.6 2.3 0.7 1.3 0.6 1.4
62 41 150 2015EN 灰色 16.0 2.2 0.7 1.3 0.8~1.2 1.1
63 41 151 2015EN 灰色 15.6 2.2 0.6 0.8~1.2 0.6~1.2 0.5~1.0
64 41 151 2015EN 灰黄色 (15.8) 2.2 0.6 1.2 0.9 -
65 41 151 2015ES 黄赤色 15.4 2.2 0.7 0.8~1.2 0.2~0.4 1.5
66 41 151 2015ES 灰褐色 (16.0) 2.3 0.7 1.2 0.9 1.7
67 41 152 2015ES 灰褐色 15.3 - - 0.8~1.5 0.6 1.1
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房方格 中房直径 周縁の高さ 下端部の高さ
68 41 152 2015EN 灰色 15.0 3.6 × 3.6 2.0 0.3 2.4
69 42 152 2015EN 灰色 14.9 不鮮明 2.0 0.3 1.9
70 42 153 2015EN 灰褐色 15.4 3.7 × 3.7 2.0 0.3 1.8
71 42 153 2015W6 pit 灰色 15.0 不鮮明 2.0 0.3 1.5
表 14　変形雲文 7軒丸瓦属性表
表 15　変形雲文 8軒丸瓦属性表


























































番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
59 39 150 2013 灰黄色 16.6 2.7 0.7 1.5 0.5 0.7
60 39 150 2015WS 赤褐色 16.3 2.8 0.8 1.6 0.7 1.4





























対称に配置し、1 つの区画内に三角集線文 2 つを重
ならないように表現している。文様の立体感は高く
ないが、各区画の文様は規則的である。浅い半球形















































番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房方格 中房直径 周縁の高さ 下端部の高さ
72 42 153 2015EN 灰褐色 17.2 6.0 × 6.0 2.0 0.3 1.5
73 42 153 2014ES 灰褐色 16.4 5.0 × 5.0 - - 1.9
表 16　集線文 1軒丸瓦属性表
番号 図面番号 写真番号 調査年度 / 出土地 色調 直径 ( 推定 ) 中房直径 中房の高さ 周縁の幅 周縁の高さ 下端部の高さ
74 42 154 2015W4 pit 暗褐色 17.0 2.8 0.8 1.2 1.0 0.7~1.4
75 43 154 2015W4 pit 暗褐色 17.0 - - 0.8 1.0 0.4~1.1


































の上下端は “ 端面 ” とし、瓦刀で線を引いて分割し
た面は “ 側面 ” である。丸瓦の “ 上端 ” は瓦を製作
するときの位置として “ 狭端 ” とも呼ばれ、反対に
“ 下端 ” は “ 寛端 ” である。玉縁のある瓦の場合に
は “ 玉縁部 ” と “ 瓦身部 ” に区分する。
1) 丸瓦


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たがって製作当時の位置によって上端 ( 狭端 )、下
端 ( 寛端 ) に区分したと説明される。たたき文は丸









131. 無文平瓦 ( 図面 72, 写真 163)
　一方の端部と両側面が残っている。外面は無文で、
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































148. 平行線文平瓦 ( 図面 81, 写真 166)
　狭端の一部と一方の側面が残っている。外面には



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































めに、“ フェルトカーペット文 ” とも呼ばれ、“ サ
ダルマル (Садармал)” 文様ともいう [ エレグゼン ・
梁


























































/ 出土地 色調 長さ 幅 厚さ 灰の残存
192 104 173 2013 灰白色 24.7 25.0 2.1~3.0 片側側面
193 104 173 2013 灰黄色 (24.5) 25.2 2.1~2.6 片側側面
194 105 172 2013 灰褐色 (10.9) (13.0) 2.0~2.6 内面
195 105 172 2013 灰色 (12.0) (8.2) 1.6~2.1 内面
196 105 173 2013 灰褐色 (11.8) (8.0) 2.1~2.6 -
197 105 173 2014E 灰褐色 (8.7) (12.0) 1.8~2.5 内面
198 105 172 2014W 褐色 (12.0) (9.7) 2.6~2.9 -
199 105 173 2014 その他 赤褐色 (9.4) (7.3) 2.3~2.5 -
200 105 173 2014 その他 灰褐色 (13.7) (16.0) 1.7~2.3 -
201 105 175 2015EN 灰白色 (12.8) (13.0) 1.9~2.3 外面
202 106 174 2015ES礎石周辺 灰黄色 24.3 25.2 2.1~2.6
外面一部
/ 側面一部
203 106 174 2015ES礎石周辺 灰白色 (17.0) 25.2 2.0~2.8 側面一部
204 106 175 2015E 灰褐色 (10.7) (9.4) 1.9~2.7 -
205 107 174 2015WN 灰褐色 24.6 (24.6) 2.1~2.7 外面一部
206 106 175 2015WN 灰褐色 (12.3) (10.6) 2.0~2.7 -
207 107 175 2015WN 灰褐色 (9.0) (9.5) 2.6~2.7 -
208 107 175 2015WN 赤黄色黒色 (7.0) (8.5) 2.2~2.7 -
209 107 175 2015WN 赤色 (12.9) (11.0) 2.0~2.5 内面
210 107 175 2015W7pit 暗褐色 (7.5) (7.8) 2.5~2.8 -
表 25　壁塼属性表 ( 残存長 ), 単位 cm く残っており、笵によるものなの
か、側面の切り出しがうまくいか
なかったのかはよく分からない。







211. レンガ ( 図面 108, 写真 176)
　この他にも 2015 年調査の WN
区からレンガ 1 点が出土した。































































中国陝西省出土 ( 漢中期 )
[ 許善英 2006: 図版 5転載 ]
楽浪土城出土
( 本館 8451) 楽浪土城出土
図 1　中国、楽浪出土巻雲文軒丸瓦比較
図 2　木質痕
30. 変形羊角文 1軒丸瓦 6. 巻雲文軒丸瓦 36. 変形羊角文 4軒丸瓦
中房部分笵傷
(64. 変形雲文 7軒丸瓦 )
外郭圏線笵傷
(53. 変形雲文 4軒丸瓦 )
瓦笵外郭粘土
(68. 変形雲文 8軒丸瓦 )
38. 変形雲文 3軒丸瓦 37. 変形雲文 3軒丸瓦 39. 変形雲文 3軒丸瓦























格は小さなものは 2.5cm × 2.5cm、大きなものは





















た後に不必要な部分を切り取る方法 (A 技法 ) とす
でに分割した丸瓦を接合する方法 (B 技法 ) に分け



















(75. 集線文 2軒丸瓦 )
円棒を利用した軒丸瓦の切り取り
(33. 変形羊角文 2軒丸瓦 )
両側側面のイェセ挿入痕跡 (18. 羊角文軒丸瓦 )
丸瓦と一回での切除に失敗した痕跡 (29. 羊角文軒丸瓦 )
図 8　軒丸瓦の切り取り方法
利な道具を使用した。谷豊信が提示した円棒を使用







































































　遺跡の範囲は調査前の衛星写真 ( 図 1) と航空写
真 ( 図 2) からもその痕跡を確認することができる。
写真上で把握することができる外郭方形施設のおお






























の分布を基準に東西約 17.5m、南北約 9.3m である。
外郭施設の内部の北東側に位置する建物址の大まか
な規模は東西約 40m、南北約 30m で、建物址北側
で列をなしている瓦の痕跡も見ることができる。
2) 重要施設の構造
(1) 外郭施設 (回廊 )







柱穴の間隔は 90 ～ 130cm で、大体 110cm の間
隔であることが多い ( 図 5)。門址付近の柱穴間隔が
南西隅と南東隅部分の間隔よりも狭いという様相が
見られる。柱穴の直径は 30cm 前後、深さは約 23
～ 30cm で、一部の柱穴で石を下に敷いて使用す
ることもしている。このような内容を総合すると、
ゴア・ドフ遺跡の外郭施設 ( 回廊 ) は粘土を叩きし
めて床を作り、木造建築に瓦を葺いた構造であった








梁行 3 間の礎石が配置されており、礎石は 30 ～
100cm 前後の板石で、直径 40 ～ 50cm、深さ約
50cm の穴の中に 1 個ずつ置かれていたが、部分的




ほぼ同じ様相を示している ( 図 7~8)。
(3) その他
　外郭施設内部の中央部には北西側に片寄って






























隅には平面形が “ ￢ ” 形の建物があり、中央には平
面正方形の四面に部屋が付属した亜字形の建築物で










































































































17. アバカン (露：ハカス共和国 )
18.イヴォルガ (露：ブリヤート共和国 )
19. ドード・マンギルタイ (露：ブリヤート共和国 )
20. バヤン・ウンデル (露：ブリヤート共和国 )
21. ヨンホル (露：ブリヤート共和国 )
22. ドローギン・ソーリン
　 (露：ブリヤート共和国 )
23. 大堡当 (中国陝西省 )





































城遺跡 20 余か所が研究されている [ エレグゼンほ






дөрвөлжин)、 ウ ン ド ゥ ル・ ド フ (Өндөр дов)、 フ
レート・ドフ (Хүрээт дов)、ツェンヘリーン・ゴリ
ン・ヘレム (Цэнхэрийн голын хэрэм)、バローン・
ドローギーン・ヘレム (Баруун дөрөөгийн хэрэм)、
ショウォーティン・ゴリン・ヘレム (Шувуутын 
голын хэрэм)、バヤン・ボラク (Баян булаг)[ ペルレー
2012b: 152-165]、ドフ・デルスニー・ホティン・トー
リ (Дов дэрсний хотын туурь)[ オ チ ル ほ か 2011: 
1-13]、マンガスィン・フレー (Мангасын хүрээ)[ ア
マルトゥブシンほか 2011: 509-514]、タリン・ゴ
ルワン・ヘレム (Талын гурван хэрэм)[ バトサイハン
ほか 2002: 37; オチルほか 2015: 21]、ボローギン・
ソーリン (Бороогийн суурин)[ ドルジスレン 1966: 
310-311; Nicole et al. 2013]、オボーティン・バロー































ある [ エレグゼン 2013: 65-71; 2015: 
649-656]。現在テレルジーン・ドル





























ゴア・ドフ遺跡を “ 匈奴時代の祭祀遺跡 ” と推定し、
以後この見解は 60 余年間批判されることなく継続
してきた。韓蒙共同学術調査 (Mon-Sol project) の調






らがゴア・ドフ ( ドフは丘あるいは小山の意 ) とよ
んでいるマウンドが中央建物址である。中央建物址
は土城と推定される方形施設の西北隅部分に片寄っ
て位置しており、大きさ 40m × 30m、高さ約 2m
ほどの長方形構造が東北から西南側にややふれてい
る。ペルレーが土城の痕跡と理解した遺跡を取り巻

































ンガよりも 2 倍ほど大きい ( 図面 108, 写真 176)。
1952 年ペルレーが発掘調査した 2 つのピットは大
門両側につながって作られた赤色レンガ施設を切り






壁塼は 24cm × 24cm の方形で、前面に異なる方
向の線文を配置した “ タグナイ・ヘー (Тагнай хээ)”
文様がある ( 図面 17)。1952 年ペルレーはこの壁

























方形構造中央に 2 列に配置された 6 個の柱穴と並
んで東端から確認された 3 個ずつ配置された 6 個
の礎石は、建物二階に上がる梯子施設に関連するも































































は最も厚い場所が 30 ～ 40cm、薄い場所は 10 ～
20cm ほどで、幅は 1.3 ～ 1.5m と一定である ( 図


































復元図 [ オセヨン 2017]、内蒙古自治区に位置する
マイダル・ゾー草原の池の周辺の施設、韓国の景福
宮内城、慶州仏国寺中央寺院、慶州皇龍寺の復元図































　方形の回廊施設は東西 180m、南北 180m で、
回廊内の西北側隅に片寄って 40m × 30m 規模の

































































る。土築城壁の大きさは 235m × 235m、現在残っ
ている版築粘土層の高さは 0.6 ～ 0.8m、幅は約 10
～ 12m である。城壁四面のほぼ中間にそれぞれ 1
つずつ門址があり、中央地点には東西方向に長い
形態の 60m × 32m 規模の大型建物址 1 基がある。
ペルレーはこの建物址を 1 つではなく、2 つの建物
址であると推定している。この場所から西南側に約
50m 離れた場所に、35m × 30m、25m × 20m の









ガス (Хасар балгас)” であるとみなした。また 1949














レー 1957: 198-201; 1961: 162-163]。
　50 年あまりが過ぎた 2007 ～ 2008 年に S. V. ダ













見されなかったために、以前 “ 祭祀遺跡 ” とした推
定を裏付ける結果を下した [ エルデネボルド 2008: 
364-374]。
　2015 年に N. N. クラーディン (Н. Н. Крадин )、L. 


































マンと巫女の 2 人が住んでいた場所 ” あるいは “ ハ
ラールチ土城 ”(Хараалчийн хэрэм) と呼んできた。
四方を囲む城壁と内部に 2 つの小さな建物址がみ
られる。土城の規模は 180m × 180m で、建物址
の大きさは 30m × 18m、29m × 28m である。城
壁はひどく崩れてほぼ認識できず、西南側城壁は
ブルヒーン川に壊されなくなっている [ ペルレー






























ある。調査団は中心土城から 500 ～ 600m の位置



















西 185m、 北 255m、 東 292m、 南 285m で、 当
時高さは 30 ～ 60cm、幅 2 ～ 3m であるとしてい
る。また城壁の上には櫓が西側に 3 基、東側に 6






かったため、初めは 17 ～ 18 世紀の防御要塞であ
るとしたが、その後に他の土城遺跡と類似する構造
である点から匈奴時代と推定した [ ペルレー 1961: 
164-165]。





住んでいた “ サイル・ヘールのハリオタイ宮殿 ” で














を踏査して調査し、該当遺跡群が “ 祭祀遺跡 ” では
ないと考えている。
　ペルレーは次のいくつかの根拠から上記遺跡群を

























たかまたは置いたテーブル ( 状の構造物 )」と説明
している。さらに集線文のある塼を数次にわたる他
の試掘調査でも発見したことによって、この構造物
を “ 祭祀用餐卓 ” と確信した可能性がある。テレル
ジーン・ドルボルジン遺跡をゴア・ドフに続いて発
掘し、そこで発掘された集線文のある土製塼をまた

















































該当遺跡を “ 祭祀遺跡 ” であるとみる重要な根拠の
一つである。しかし生活関連遺構が発見されないと

































巫歌に “ ホア・ドボン ”(Хуа довун)、“ ホバ・ハヤ ”(Хуба 








































人の天」という歌詞があり [ ペルレー 1957: 191]、
匈奴の単于の人物と同じ名前である点は非常に興
味深い。匈奴の皇帝にあたる壺
こ え ん て い
衍鞮単于は前 85 ～
68 年に政権をとった [ エレグゼンほか 2001: 22]。
　以上、ヘルレン川の右岸に沿って位置する匈奴時









2. 土城の規模は 180m から 420m までと多様で
あり、比較的大きい。


























に 20 ～ 40km ほど離れており、北から南に一列に
並んだ形で築造された ( 図 2)。テレルジーン・ド
ルボルジンとブルヒーン・ドルボルジンは互いに
20km 離れ、ブルヒーン・ドルボルジンからフレー










遺跡名称 位置 土城の規模 土城に関連する建物 発掘調査内容
1 テレルジーン・ドルボルジン テレルジ川の東岸 235m × 235m
大型建物址 2 基、
小型建物址 2 基
ペルレー (1952 年 )、ダニロフ
ほか (2007~2008 年 )、クラー
ディン・エルデネボルドほか
(2015 年 )
2 ブルヒーン・ドルボルジン ブルヒーン川の右岸 180m × 180m 小型建物址 2 基 ペルレー (1952 年 )





ガ・コルホーズの間 285m × 255m
大型建物址 1 基、
小型建物址 4 基 ペルレー (1952 年 )
5 ゴア・ドフ ヘルレン川の東岸、ツァガーン・アラル 200m × 180m
中央建物址、付属建物址、
外部建物址、人口の池
ペルレー (1952 年 )、韓蒙共同








































































































理的特徴に基づいて “ 夏の宮殿 ” である可能性が高
いと考えている。また筆者が踏査して調べた結果に















































































時代貴族らの “ 夏営地宮殿 ”、テレルジーン・ドル
ボルジンを “ 冬営地宮殿 ”、ブルヒーン・ドルボル
ジンとウンドゥル・ドフを春と秋に留まった季節宮
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測定番号 採取地点 資料データ 前処理
PLD-29324 資料番号 :GD1 種類 : 骨 ( 獣骨 ) 状態 :dry
超音波洗浄 
有機溶剤処理 : アセトン 
コラーゲン抽出
PLD-29325
遺構 : 礎石 10･11 の間
　　( 石材上部 ) 
資料番号 :GD4- ①




酸 ･ アルカリ・酸洗浄 :( 塩酸 :1.2N, 
水酸化ナトリウム :1.0N, 塩酸 :1.2N)
PLD-29326 遺構 : 南 N14 瓦 資料番号 :GD4- ②




酸 ･ アルカリ・酸洗浄 :( 塩酸 :1.2N, 
水酸化ナトリウム :1.0N, 塩酸 :1.2N)
PLD-29327 遺構 : 東側調査境界 資料番号 :GD4- ③




酸 ･ アルカリ・酸洗浄 :( 塩酸 :1.2N, 
水酸化ナトリウム :1.0N, 塩酸 :1.2N)
PLD-29328 遺構 : 礎石 3 上部 資料番号 :GD4- ⑤
種類 : 炭化材 ( カラマツ属 ) 
試料の性状 : 最終形成輪以外、部位不明 
状態 :dry
超音波洗浄 
酸 ･ アルカリ・酸洗浄 :( 塩酸 :1.2N, 
水酸化ナトリウム :1.0N, 塩酸 :1.2N)
PLD-29329 遺構 : 遺物 33 番内部 資料番号 :GD4- ⑥
種類 : 炭化材 ( マツ属複維管束亜属 ) 
試料の性状 : 最終形成輪以外、部位不明 
状態 :dry
超音波洗浄 
酸 ･ アルカリ・酸洗浄 :( 塩酸 :1.2N, 











1δ 暦年代範囲 2δ 暦年代範囲
PLD-29324 -16.58 ± 0.57 1343 ± 23 1345 ± 25 655-676 cal AD(68.2% )
654-695 cal AD(90.2% ) 
703-707 cal AD(0.6% ) 
747-764 cal AD(4.6% )
PLD-29325 -27.08 ± 0.34 2198 ± 21 2200 ± 20 355-288 cal BC(46.3% ) 233-204 cal BC(21.9% )
360-270 cal BC(58.1% ) 
264-199 cal BC(37.3% )
PLD-29326 -26.69 ± 0.20 2084 ± 21 2085 ± 20 156-135 cal BC(16.6% ) 116-54 cal BC(51.6% ) 171-46 cal BC(95.4% )
PLD-29327 -26.21 ± 0.19 2086 ± 19 2085 ± 20
157-134 cal BC(19.5% ) 
116-87 cal BC(27.7% ) 
78-55 cal BC(21.0% )
168-50 cal BC(95.4% )
PLD-29328 -26.52 ± 0.22 2075 ± 20 2075 ± 20 148-142 cal BC(4.6% ) 112-50 cal BC(63.6% ) 166-44 cal BC(95.4% )
PLD-29329 -21.25 ± 0.15 2112 ± 20 2110 ± 20 117-104 cal BC(68.2% ) 197-87 cal BC(87.6% ) 78-57 cal BC(7.8% )
図 1　暦年較正結果
Ⅱ .試料と方法
　試料は、骨が 1 点（試料番号 GD1: PLD-29324）
と炭化材が 5 点の、計 6 点である。炭化材は、礎
石10･11の間の石材上部から1点（試料番号GD4-① : 
PLD-29325）、南 N14 瓦から 1 点（試料番号 GD4-
② : PLD-29326）、東側調査境界から 1 点（試料番
号 GD4- ③ : PLD-29327）、礎石 3 上部から 1 点（試
料番号 GD4- ⑤ : PLD-29328）、遺物 33 番内部から



















　14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示
した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C
の半減期として Libby の半減期 5568 年を使用した。
また、付記した 14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統
計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の










タ : IntCal13）を使用した。なお、1σ 暦年代範囲は、
OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差
に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、








　骨（試料番号 GD1: PLD-29324）は、645-695 cal 
AD (90.2%)、703-707 cal AD (0.6%)、747-764 cal AD 
(4.6%) で、7 世紀中頃～後半もしくは 8 世紀初頭～
後半の暦年代を示した。
　礎石 10･11 の間の石材上部出土の炭化材（試料
番号 GD4- ① : PLD-29325）は、360-270 cal BC (58.1%)
および 264-199 cal BC (37.3%) で、紀元前 4 世紀前
半～紀元前 2 世紀初頭の暦年代を示した。
　 南 N14 瓦 出 土 の 炭 化 材（ 試 料 番 号 GD4- ② : 
PLD-29326）は 171-46 cal BC (95.4%)、東側調査境
界出土の炭化材（試料番号 GD4- ③ : PLD-29327）
は 168-50 cal BC (95.4%)、礎石 3 上部出土の炭化材
（試料番号 GD4- ⑤ : PLD-29328）は 166-44 cal BC 
(95.4% )、遺物 33 番内部出土の炭化材（試料番号
GD4- ⑥ : PLD-29329）は 197-87 cal BC (87.6%) およ












Bronk Ramsey, C.,  2009, Bayesian Analysis of 
Radiocarbon dates, Radiocarbon, 51(1): 337-360.
中村俊夫 2000「放射性炭素年代測定法の基礎」『日
本先史時代の 14C 年代』日本先史時代の 14C 年
代編集委員会編，日本第四紀学会：3-20．
Reimer, P.J. ,  Bard, E.,  Bayliss,  A., Beck, J.W., 
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P.M., Guilderson, T.P., Haflidason, H., Hajdas, I., 
Hatte, C., Heaton, T.J., Hoffmann, D.L., Hogg, A.G., 
Hughen, K.A., Kaiser, K.F., Kromer, B., Manning, 
S.W., Niu, M., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, 
E.M., Southon, J.R.,  Staff, R.A., Turney, C.S.M., 
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図 2　ゴア・ドフ遺跡出土炭化木材の走査型電子顕
微鏡写真 (1)　1a-1c. カラマツ属 (PLD-29325)　
2a-2c. マツ属複維管束亜属 (PLD-29326)　3a-3c. 
カラマツ属 (PLD-29327)　a: 横断面　b. 接線断面
c. 放射断面
図 3　ゴア・ドフ遺跡出土炭化木材の走査型電子顕
微鏡写真 (2)　4a-4c. カラマツ属 (PLD-29328)　
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は 1998 年以来、モンゴル地域で “ 匈奴 ” 遺跡の発
掘、保存処理、報告書作成など支援事業を実施し、









































囲を囲む約 40.000㎡の平地である ( 図 2.1)。2013









対象地域の規模は 220m × 200m で、これを全 16
個の区画に区分し、探査区画は 50m × 50m グリッ
ト 12 個 (G11 ～ G34) と 70m × 50m グ リ ッ ド 4

















































































































カの GSSI、カナダの Senor & Software Ltd.、イギ
リスの ERA Technology Ltd.、スウェーデンの Mala 
Geoscience Ltd. などがある。今回ゴア・ドフの現地
探査で使用した探査装備は Sensors and Software
社の PulseEkko Pro システムで、広い範囲の迅速な
探査のために 2 個の送受信機を同時に移動できる
two-channel 用 smart cart を 使 用 し た ( 図 3.1.3(a))。
使用したアンテナの中心周波数は 250Mhz で、地
下の速度情報を抽出するために特定地点では共通中
間点 (Common Mid Point: CMP) 探査も合わせて行っ
た ( 図 3.1.3(b))。




きく 2 領域に区分される。図 3.1.4 で水色に表示さ
れている部分 (G11 ～ G44) は機械的に分けられた
地域座標系の全体地域で、黄色で表示された部分
(A1 ～ A3) は博物館側の要請によって追加的に行っ
た地域である。探査測線の長さは、G11 ～ H34 区
で は 30000 line･m(50 line×50m×12)、G41 ～ G44
区 で は 14000 line･m(50 line×70m×4)、A1 区 は 414 
line･m(18 line×23m)、A2 区 は 1269 line･m(27 line×
47m)、A3 区は 806 line･m(26 line×31m) である。










































































































































れている共同中間点 (common-midpoint, CMP) 探査
法である。CMP 探査は速度構造を獲得しようとす















の伝播速度の 1/9、約 33cm/nsec を示す。国内の土














　図 3.1.7 の速度スペクトルは到達走時約 50nsec
























め、大きさが 220m×200m×5m の 1 つの三次元立方
体に統合した。この立方体を構成するピクセルのサ
























送 ･ 受信アンテナの間の距離は 0.39m である。し

































めに G11 区、すなわち図 3.1.8 と図 3.1.9 の左下部
分を拡大した部分である。南側城壁は非常にぼんや
りしており、西側城壁訳註 6) ははるかに鮮明に映像





で、図 3.1.10(b)、(c) に B として表示した 2 か所の
線状構造が発達している。磁気探査によって、ゴア・
ドフ城壁は互いに並んだ 2 条の直線異常帯の形で
確認された。この 2 条の線状磁気異常帯は、深度 0.2
～0.3mの切開状況で白色直線異常帯Aの外にあり、




















































約 6m × 11m の規模である。特異な点は、約 0.4m





反射 (point reflector) 異常が映像化されている点で、
下図の深度 0.6m で最も明瞭である。
　図 3.1.12 は東門付近を含む G42 区のデータ処理












4m ほど離れた y=104m あたりに規模が小さい長方
形がやや傾いた形で深度 0.1 ～ 0.2m の水平切開映
像に現れているが、試掘調査の残影なのかは確実で










(a) 0.2m (b) 0.3m























ると解釈することができる異常帯 A は、2 つの探査
結果で姿と位置が共に一致する。













　深度 0.3m の映像 (a) に C と表示した部分がまた
別の構造物の痕跡と解釈することができる部分であ









異常帯 D がちょうどこれに対応するが、図 (a) ～ (c)
のように一部でのみ確認が可能である。
　深度 0.6m の水平切開映像図 3.1.14(d) で、異常
帯 A・B の南側部分に y=105m、x=54 ～ 70m まで
一連の点反射 (point reflector) 異常がある程度一定の
間隔で可視化されている。この点反射異常は深度


























これは 2 つの X-Y 座標 (184, -45)、(232.5, 26) を
対角頂点とする四角形に該当する。





壁を含む X-Y 座標 (200, 0) を頂点にした四角形が
赤系統で区画範囲に表示されているのは、実際この
部分にこのような形に遺構が発達したためではな































特徴的な映像は、図 3.1.15 に示した 2 つの長方形
の境界部に沿って直線的に反射体が発達している点








特に池内部に図 3.1.17(a) に R1 と R2 と表示した 2
条のほぼ平坦な反射層を確認することができる。こ




3.1.17(a) に BE、BW と示したように切開面の映像
の左右境界部でその発達深度が急激に浅くなってい
る。図 3.1.17(b) と (c) で確認することができるよ
うに、BE、BW のような R1 反射層の境界は池内部
のほぼ全域で確認されている。この垂直切開面映像
で確認される R1 反射層の境界部 BE と BW の位置
は、水平切開映像の図 3.1.16 に現れた線状異常の
位置と完全に一致する。




幅水平切開映像を 0.4m から 0.9m の深度まで 5 ～
10cm 間隔で図示したものである。全体的な池の
深度は約 0.5m で、最大深度は約 0.8 ～ 0.9m であ






方向に約 40m、Y 方向に最大 70m であることを考
えると、このような 30 ～ 40cm ほどの変化は意味
がないものとみられる。
　また深度 0.8m の水平切開映像である図 3.1.18(h)











ルを水平軸スケールの 5 倍に設定した図 3.1.19 で
より容易に確認することができる。深度 0.5 ～ 1m




　もう 1 つの重要反射層である R2 の発達様相を見
るために、R2 反射層が出現し始める深度 1.4m か
ら深度 2.4m まで 0.2m 間隔で切開したヒルベルト










3.1.20(d), (e), (f ))、池が反射層 R1 下部の深い深度
の箇所まで伸びているようにみえる。これについて
垂直切開映像で検討する。
















である。その第 1 番目は反射層 R2 下部の土壌が非
常に均質な状態であるという解釈である。2 番目に
可能な解釈は、浅い部分の高い電気伝導度のために















に発達した反射層 R2 下部の地層は GPR 映像で可
視化されなかったということである。さらに 2m 下








の深さは約 0.6 ～ 1m で、中央部とその外郭部の深
度の差は 30 ～ 40cm 前後にすぎない。池の底と推


























クトルの和で決定される磁気強度 ( 磁気誘導 ) であ
り、その単位は国際単位系 (SI) ではテスラ (tesla)、
CGS ガウス単位系ではガウス (gauss) であり、磁気
探査では探査装備の精度を考慮して通常ナノテスラ




































































方式によって、核磁力計 ( プロトン磁力計 )、光ポ
ンピング磁力計のセシウム磁力計、フラックス・ゲー
ト磁気計などに区別することができる。核磁力計は
測定精密度がおよそ 0.01 ナノテスラ (nT) で、若干
の測定時間 (cycle time) が必要である。セシウム磁

























0.15m、上 / 下磁場測定センサー間の高度差は 0.9m

























































る。補正のためには N-S alignment control を利用し
て南北方向の垂直磁力変化率値を一致させたのち、









































































































































定するための垂直探査 (vertical electrical sounding) と
電気比抵抗の水平の変化を決定するための水平探












極 - 双極法 (pole-dipole：ポール・ダイポール法 )、
双 極 法 (dipole-dipole： ダ イ ポ ー ル・ ダ イ ポ ー ル
法 )、ウェンナー法 (Wenner)、シュランベルジャー
法 (schlumberger) が大部分の探査の電極配列として




























































automatic imaging system (ABEM)、MacOhm (DAP-21) 




































































































ρ(x, y) のような (x, z) の二次元空間座標で表示され




































する方法を開発した。これを ACB (active constraint 









用されるが、二次元であるため ρ(x, y, z) および λ(x, y, 






























































メリカの AGI 社、フランスの IRIS 社などがある。
今回ゴア・ドフ現地探査で使用した電気比抵抗探査














Y 軸方向に 100 ～ 300m、X 軸方向に 35 ～ 81m





















面図で示したものである。深度 0.125m から 0.25m






Y=43m に Y 方向に発達する異常体がみられ、これ
は Y=103 ～ 114m の空間で互いに繋がるようにみ
える。またこの異常体は Y=120 ～ 125m の空間で
連続性が低下する様相がみられ、Y=125 ～ 128m
(a) 深度 =0.125m (b) 深度 =0.375m (c) 深度 =0.625m
(d) 深度 =0.875m (e) 深度 =1.125m (f) 深度 =1.375m
(g) 深度 =1.625m (h) 深度 =1.875m (i) 深度 =2.125m
(j) 深度 =2.375m (l) 深度 =3.625m





る X=80m から Y=100 ～ 120m の空間では Y 方向
の高比抵抗異常体が明確ではないが、ある程度認知
できる程度に異常体の発達を見ることができる。ま
た調査地域の上部である Y=130m では、X=41 ～
























　深度 62.5cm の映像である (c) を見ると、左側の
外郭部異常帯の場合、最も左側に別の高比抵抗異常
帯が現れ、2 つの異常帯が Y 方向に発達している。
またこれら異常帯の右側には X=46m 地点に Y 方向
に明瞭な異常帯が新たに現れている。X=80m に見
える外郭部異常帯はその輪郭のみ現れている。一方
で X=75m に現れた異常帯はその連続性が (b) に比
べて弱く出ており、中央部の異常帯のように比較的
複雑な形を見せている。内部の異常帯においては、
X=51 ～ 67m で X 方向に斜めに発達した明瞭な異





(c) 深度 =0.625m (d) 深度 =0.875m


























































































図 4.1.　匈奴城址全体地域の磁気探査と GPR 探査データの解析結果比較
(a) 磁気探査解析の結果　(b) 深度 0.3m の GPR 探査水平切開映像
は、城壁部分で 2 重の形の磁気異常帯が明確に現れ、





























































図 3.1.1　(a)GPR 探査の原理および (b) 映像模式図
図 3.1.2　日本の古墳分布地での三次元 GPR 探査事例
図 3.1.3　GPR 探 査 実 施 風 景　(a).PulseEKKO pro を 利
用した探査 (2ch 同時測定用 Smart cart を活用 )　(b).
CMP 探査測面






図 3.1.7　ゴア・ドフ城址 ･ 探査区 G11 での CMP 探査
結果と獲得した速度スペクトル
図 3.2.2 Geometric 社の G-858 の概要　(a) 機器写真 , (b)
垂直磁気変化率測定のための機器組立図
図 3.2.3　今回調査に使用した G-858 磁気探査機および






















도 ) の 2 つが本文中に出てくる。イェセは土器製作の
際に使われるナム・ガル ( 나무 칼 ) と同様の道具で
あるといい、木製の鋭利な道具のようである。
訳 5) この一文の後に「( 図 9~10)」となっているが、内
容に合わず、またモンゴル語版の方をみて削除した。
訳 6) 原文では「東側城壁」となっている。図 3.1.8 と
図 3.1.9 の左下部分と前述されており、図からみても
「西側」の誤りと思われるので訂正した。





註 8) 原文で図 3.3.5(j) の次が (l) になっており、(k) が
とんでいる。また、(a)~(J) まで 0.250m 刻みの図で
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り ( 当初予定では 3 年間 )、様々な分野の共同研究
により多くの成果が挙がることが期待されている。
　以上のような経緯により、ロシア側からの寄稿は
同じくヘルレン川流域のテレルジーン・ドルボルジ
ン城址の報告となった。遺構についての報告情報が
遺物に比べて少ないのが残念ではあるが、報告を
ベースとしながら周辺遺跡も含めて蒙露共同調査の
成果が良くわかる報告ではないかと考えている。そ
してペルレー論考については、研究初期の古い論文
としてよく引用されるものである ( ペルレーのモン
ゴル城址に関する著作としては、ペルレー [1961]
がより完全である。ただし訳出した本報告にのみ掲
載された図版があることもあり、これを選んだのは
科研班研究の都合による )。
